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2023年 県内主要製造業の注目点
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新年最初の「経済産業Report」は、県内の主要製造業について、2023年の注目点を簡単にまとめ
てみました。主要非製造業の注目点については次回を予定しています。

• 自動車の国内生産は、半導体不足など新型コロナウィルス感染

拡大に伴う供給制約を主因に大幅に減少。2022年も3年連続の

マイナスが見込まれている。

• しかしながら、受注は、こうした生産停滞の中で積み上がっており、

2023年は半導体不足の影響が徐々に緩和に向かう中で、挽回

生産を期待する声も多い。

• 因みに、マツダは今春、米国では初のラージ商品群となる「CX-

90」の発売を予定している。

• ただし、その一方で、米国をはじめ世界経済の減速に伴う需要の

下押しが懸念されており、生産の回復ペースが注目される。

国内自動車生産台数の推移

世界経済の減速と生産の回復ペース自動車

• ロシアのウクライナ侵攻に伴う「輸送の長距離化」を背景に船腹

需要が高まっている。このため、新造船価は高水準で推移。足下

では、ばら積み船、タンカーとも「海運バブル期」と言われた2008

年～2009年の水準へと上昇している。

• 一方、足下の受注は低調に推移。船価の上昇に加え、国際海運

におけるカーボンニュートラル（環境船対応）の先行きが不透明で

あることから、船主の様子見姿勢が続いている。

• 2023年は7月に、IMO（国際海事機関）よるGHG（温室効果ガス）

削減戦略の見直しが予定されている。高止まりする船価の動きと

ともに、新造船受注に与える影響が注目される。

広島県の新造船受注量と新造船価の推移

（資料） 中国運輸局、マリンネット資料より作成

高止まりする船価動向と環境規制の行方造 船

（資料） 日本自動車工業会資料より作成
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• コロナ禍の巣ごもり需要の拡大を背景に伸長が続いた半導体需

要は、スマートフォンやパソコン、データセンター等の先端分野を

中心に、調整局面入りしている。

• 因みに、世界の半導体出荷額は2022年7月以降、前年を下

回って推移しており、WSTS（世界半導体市場統計）は2023年の

半導体出荷額が5,566億ドル（前年比▲4.1％）と、4年ぶりにマイ

ナスに転じると予想している。

• ただし、半導体市場は振れを伴いながらも中長期的に拡大が続

くとみられており、不足が続く自動車向けの供給動向と併せて、

需要底打ちのタイミングが注目される。

世界の半導体出荷額の推移

（資料）WSTS資料より作成

需要の底打ちと自動車向けの供給動向半導体

• 鉄鋼業のCO2排出量は国内製造業の排出量全体の4割超を占

めており、脱炭素化に向けて注目度の高い業種の一つである。

• 大手高炉メーカーでは、カーボンリサイクル高炉や水素還元製鉄

等の技術開発に注力しており、研究開発費をはじめとする脱炭素

関連投資の拡大が見込まれている。

• しかし最近では、原材料価格の高止まりに伴う製造コストや物流

コストの上昇が収益の圧迫要因となっており、大手メーカーでは、

引き続き鋼材価格の引き上げに取り組むとみられる。

• ただし、2023年は世界経済の減速や自動車生産の回復遅延も

懸念材料である。こうした中での価格交渉の行方、特に他産業へ

の影響の大きい自動車メーカーとの交渉の行方が注目される。

製造業における業種別CO2排出量構成比

（2019年度)

（資料） 日本鉄ﾘｻｲｸﾙ工業会資料より作成

脱炭素関連投資の拡大と鋼材価格交渉の行方鉄 鋼

（注）非エネルギー起源CO2を除く
（資料）環境省資料より作成
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